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コンテンツ保護機能の導入経緯

 2000年12月、BSデジタル放送の開始時、B-CAS方式の使用目的
は、「有料放送の視聴制御」と「メッセージ」に限られていた。
高画質のままコピーされた放送番組が不正流通したり、インターネットに違法アッ
プロードされるなどの事案が発生した。

 2002年3月、総務省情報通信審議会より「BSデジタル放送用受信
機等が対応可能な権利保護方式の技術的条件」を一部答申。
 2002年6月、総務省令の一部を改正し放送番組のコンテンツ保護
を目的としたスクランブルを導入。
 2004年4月、地上・BSデジタル放送（2K）でB-CAS方式による
コンテンツ保護機能の運用開始。
デジタル放送で良質な番組を視聴者に提供し続けるためには、コンテンツおよびコ
ンテンツに含まれる各種の権利を保護することが重要。

 2013年3月、地上デジタル放送のコンテンツ保護専用方式
（TRMP）の全国展開。
モバイル端末、PC、カーナビ等、多様な受信機（地上放送専用）へ対応。

 2018年12月、BS4K、BS8K放送を開始。セキュリティ、堅牢性
の高いACAS方式を導入。
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故障時などの消費者負担の低減
• 放送の良好な受信環境の維持・改善を図ることは公共放送としての重要
な責務の一つです。

• 視聴者のみなさまから寄せられる受信相談に対しては原因の調査（テレ
ビ故障、電波障害）を実施するなど、アナログ時代から培ってきたノウ
ハウを生かし、放送を良好に受信していただけるよう取り組んでいます。

• 全国の放送局で受信に関する技術相談に応じています。平成29年度は、
電話により約８万件、訪問により約２万件の技術的助言を行いました。
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（ホームページより抜粋）
ＮＨＫでは、放送受信に関する電話相談にも応じています。
ナビダイヤル ０５７０－００－３４３４

ただし、放送法の規定により、ＮＨＫでは受信設備の修理や特定の販
売店の斡旋などは行っていません。





視聴制御とコンテンツ保護の機能分離について

• NHKは、総務省の「４K８K推進のためのロードマップ」に沿って、BS、
110度CS、ケーブルテレビ、IPTV等、関係者と連携し、長い期間と労
力、経費をかけて周知広報、帯域再編作業を行い、業界団体と協力して、
右旋・左旋円偏波の受信環境整備等にも取り組んでいます。

• 衛星放送では、有料、無料、NHKの番組を同時にお届けすることで、
幅広い選択肢を全国の視聴者の皆様に提供することができます。これら
の観点から、新たなCAS機能において、視聴制御機能とコンテンツ保護
機能を分離する必要は無いと考えます。

• 近年、動画配信サービスのテレビへの実装が進む中、各放送事業者が切
磋琢磨しつつ、連携・協力することにより、衛星放送のサービスをもれ
なく提供できるテレビ受信機が普及し、視聴者からの支持拡大につなぐ
ことができる環境の維持発展が望ましいと考えています。
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（参考）総務省ホームページより引用
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